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ホタルの夕べ 

６月１５日（金）、船坂里山学校にてホタル

の夕べが行われました。 

 当日は昼間に雨がちらついており、ホタルは

見えるのだろうか、、と心配になりながら参加

しましたが、本田三延さんのホタルについての

お話が始まる頃には、雨もすっかり上がり、期

待も膨らみました。今年は、例年に比べてもホ

タルの飛び始める時期が早いんだそうです。 

 子供たちと参加していましたが、息子が本田

さんのお話を聞きながら、「この話、だいたいわかるで！児童館にも話しに来てくれてた

で！」とのこと♪興味深く聞かせていただきました。 

 ホタルについて詳しくなった後は、いよいよ船坂川のほうへ移動し

てホタルを見に行きました！思っていた以上にたくさん見えて、「わ

～！！いっぱいおる！！」「綺麗やなぁ！！」「こっちに飛んでき

た！！」と皆さん興奮気味♪ 

私もホタルのあまりの美しさにカメラを向けましたが、全然写りませ

んでしたね・・（苦笑） 

 これからもホタルの住める船坂の自然を守っていきたいなと思えた素敵なイベントでし

た！                            （編集委員：山 有里） 

船坂里山芸術祭推進委員会が解散 

平成３０年５月２１日、船坂里山芸術祭推進委員会の委員長から委員会解散の報告が関係

者等に対してなされました。 

 報告によると、「平成３０年５月２０日の委員会で解散決議された。解散の広報はビエン

ナーレホームページ及びビエンナーレフェイスブックで解散の旨を公表し周知に努める。今

後は委員長が新組織を立ち上げる予定。」とのことです。      （編集長：中西 学） 
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★船坂のサークル活動★ 

[テニス] 土日9:00 [カラオケ]第4 土(H28/4～休部中) 

[ゴルフ]年3～4 回 [ヨガ]月10:00 火19:30 

 [趣味作品]常設展  [グラウンドゴルフ]水・金9:30  

県民広場→ [加工品] [ランチ] [カフェ][そば] 

 

 

備えあれば憂いなし 船坂防災避難訓練 

7 月 1 日（日）９時３０分から船坂自治会による

防災避難訓練が行われました。各班で指定場所に集

まった後、船坂里山学校に集合し、船坂消防団によ

る放水訓練の後、船坂公会堂で西宮市防災危機管理

局の方から「自然災害に備えて」というお話を聞き

ました。蒸し暑い日でしたが自治会長も「災害に対

する意識が高まっていて嬉しく思います。」と挨拶

をされる程、沢山の方が参加されていました。災害への備えとして重要な事は「緊急情報をす

ばやくキャッチする事」早く正しく情報を収集し伝達する事。家庭の備

えとしては、家具の転倒防止と安全な配置。非常持出品は両手が使える

ようリュックサックなどに入れてすぐ持ち出せる場所に保管しておく

事。備蓄品は災害時は食欲が減少する事が多く、普段美味しいと思う缶

詰やレトルト食品などの方が非常食より食べやすいので、常に一定量あ

る状態にしておくのもお奨めだそうです。携帯トイレの準備も忘れずに

！まずは自助：自分・家族の命は自分で守る事。そして共助：地域のみ

んなで助け合う事。日頃から地域の方々とのコミュニケーションは大事

にしていきたいですね☆（編集委員：中尾 尚美） 

 

6 月 18 日大阪北部地震が発生

しました。阪神淡路大震災を思い出す揺れでした。また 6

月 29 日滋賀県米原市で竜巻が発生しました。日本で竜巻

が発生するなんて…そして 7 月に入り西日本で豪雨が続

き、今までにない雨の量が降り続きました。これも地球温

暖化の影響ですよね。災害に対する備えを今一度見直す

必要がありますね！      （編集委員：中尾 尚美）
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船坂住民数珠つなぎ（藤井 達矢さん） 

 

今回は船坂ビエンナーレの立上げから関与され、今も週３日以上は１

０隣保内の家を仕事場利用されている藤井達矢さんのご登場。「子ども

は落書き自由」というワークショップ用の軽トラに乗って来られ、驚き

から始まったインタビューでした w(ﾟ o ﾟ*)w ﾜｧｵ!! 
 

－ご出身はどちらですか？ 小さいころはどんなお子さん？ 

藤）宝塚市の仁川団地に生まれ、小 5 で生瀬に引っ越しました。今も実

家は生瀬です。塩瀬中学２年時に父の転勤で千葉に転居した後は、茨城

の筑波大学・大学院修了まで関東で過ごしました。小さいころは大人し

くて真面目、球技をはじめスポーツ嫌いという全く目立たない子どもで

した（苦笑）。でも図画工作が得意で、その授業になるとみんなが一目

おいてくれてちょっとしたヒーローになれたんですね。それでこれが自分の居場所なんだと思うように

なり、美術の世界に進みました。 
 

－就職はそのまま東京方面で？ 

藤）いえ。関東平野の広大さや都会の雑踏に違和感を感じていて、そこでの就職は考えませんでした。

その点、京阪神間では都会と田舎の程よい距離感があって、生瀬の実家に戻るべく就活し、まずは武庫

川女子大学の非常勤講師として勤めることになりました。今は船坂から車で１５分ほどの逆瀬川に住ん

でいます。 
 

－船坂ビエンナーレが始まったきっかけは？ 

藤）大学の美術教員になって教育・研究・その他様々な業務に追われる日々が続き、自身を見失うこと

も。そこで、立ち位置をしっかり見つめなおすためにも大学を１年間休み、ドイツに留学させていただ

きました。国外から客観的に自分自身そして日本、故郷を見つめる機会に恵まれ、人と人との関係で生

まれて形造られた“社会”に、“芸術（アート）”は関わることが出来るか、どのように関われば“社

会”に貢献できるのかを考えていました。そんな時インターネットで船坂新聞の活動や船小廃校の話な

どを知りました。同じ西宮北部でもあり直面する問題を切実に捉えた私は、「アートでまちおこし」の

事例を示しつつ「何かお手伝いしたい」という旨のメールを船坂新聞編集部に送ったのがきっかけで

す。 
 

－船坂ビエンナーレのこれまでの活動をどう考えていますか？ 

藤）“芸術（アート）”そのものでまちおこしは出来ません。“アート”はまちおこしの主人公である居

住者たちの間の連携のきっかけだったり、有意義な語らいの“場”を興す手段だと思っています。“ア

ート”が居住者の“社会”に深く関わることになるので、イベント実施にあたってはコミュニケーショ

ンがとても重要です。ビエンナーレは「とりあえずやってみよう！」という推進委員会と賛同した一部

の居住者の情熱で、プレオープンから第４回まで続いてきました。このビエンナーレ活動が船坂社会に

与えた正負の影響はしっかり把握しないと勿体ないと思います。私個人としては、数年前からやっと自

分のペースで活動できるようになってきたので、今後は船坂にアートを持ち込んでしまった責任者とし

て、船坂の応援活動を覚悟を持って続けていくつもりです。職業柄やっぱりアートを基調にした応援に

なりますけど（笑）。                       （インタビュアー：中西 学） 
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善照学園ほっこり日記           古民家族 活動中! Vol.19 

（お便り・発信・マンスリー vol.034）   
 

こんにちは！船坂保育園です。 

６月は運動会があり

ました。１・２歳児さ

んは初めての運動会と

いうお子さんが多い

中、堂々と参加できま

した。３・４歳児さん

は、みんなで心を一つ

にしてパラバルーンに取り組みました。５歳児さ

んにとっては最後の運動会。リレーやフープなど

様々な競技・演技に一生懸命な姿を見せてくれま

した。また地域の皆様とは玉投げをしました。今

年も素敵な運動会となりました。船坂小学校跡施

設管理運営委員会の皆様、ご協力ありがとうござ

いました。（船坂保育園）

 こんにちは。古民家族です！ 

６月１７日の活動は小麦の収穫を行いました。

収穫するには早いと延期を予定していましたが、

スズメの被害にあっていたため、急遽、収穫する

ことになりました。大幅な予定変更でしたが、参

加者の協力のおかげで、無事に収穫することが出

来ました！ 

雑草対策やスズメ対策

などたくさん見つかった

課題を、次年度の小麦づ

くりに活かしたいと思い

ます。次回の活動は８月

２６日（日）を予定して

います！ 

茅葺きの準備、足場づくりをします。ぜひご参

加ください！ 

メール kominkazoku@gmail.com（古民家族） 

船坂里山学校からのお知らせ 

梅雨もあけ暑ーい夏ですね！ 

企画事業のホタルの夕べも終わり、夏野菜収穫体験＆そうめん流しを７月２１日（土）に行いま

す。夏野菜は船坂の信号横に作って頂いています。 

今年のそば作り体験はそば部会・西宮市・JA 兵庫六甲と共催事業として４回行われますが、管理

運営委員会がそのうちの１回、そばの花見会（９月）を担当することになりました。募集は６月末で

締め切られています。 

※６月号の船坂里山学校からのお知らせの中で、西宮めぐりが「５年生」となっていましたが実際

は「３年生」でした。大変申し訳ありません。 

 

ランチ・カフェグループからのお知らせ 

７月１５日（日） 船坂カフェランチ 

７日２２日（日） 船坂ランチ 

※ランチ関係はいずれも１２時～となります。 

※８月１２日（日）はお盆の為、お休みさせて頂きます。 

 

加工グループからのお知らせ 

６月のランチ時に、そばぼうろとよもぎ餅（あんこ入り）を販売させて頂きました。 

７月にも貴重な船坂産そば粉を使った、そばぼうろを販売します。お仕事の合間に食後の後にお茶

のお伴にいかがでしょうか。甘さ控えめでついつい手が出てしまう美味しさです！！ 

（船坂里山学校） 

http://funasaka.sakura.ne.jp/wp-content/uploads/2018/06/de19b769950280b9e3bbc5da1a694a3c.jpg

